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質疑
項目

１．市バスの路線廃止・減便について
２．オールドタウン対策について

2026年３月29日（日）No.391

　３月12日に神戸市予算特別委員会がひらかれ、日本
共産党神戸市議団の味口としゆき議員が総括質疑に登
壇しました。

　神戸市は、路線バスのダイ
ヤ縮小など市民の利便性を低
下させれば、人口減少や高齢
化に歯止めがかからず、都市
のスポンジ化の進行による負
のスパイラルが起こるとして
います。さらに市長自身もバ

スの廃止を進めれば人口が減
少すると認めながら、交通局
に追認し、補助金まで減らし
ています。味口議員は、公共
交通の責任を投げすてる市長
と交通局の姿勢を質しまし
た。

味口議員：婦人神戸という
新聞で市長は「路線が廃止に
なってもそのままの地域が多
く、そういうところではます
ます人口が減少していきま
す」と話している。この認識
なら今回のような廃止や大幅
な減便でますます人口が減っ
ても構わないということなの
か。
久元市長：減便は市バスの
運行が持続可能なものである
ための努力だ。
味口議員：「市バスを減ら
すと人口が減る」ようなこと
にならないようにするのが市
長の役割だ。また、一般会計
から補助している「経営改善
促進補助金」は、以前は赤字
の振れ幅に応じて決めていた
が、今年度予算から固定化さ
れている。補助金を減らすの
が市長の言う持続可能なの
か。
今西副市長：交通局のイン

センティブになるよう固定し
た。
味口議員：応援するのが当
たり前で、それが公共の役割
ではないのか。
今西副市長：インセンティ
ブ的な補助金とすることがモ
チベーションアップにもつな
がる。
味口議員：モチベーション
なんて上がるわけがない。
「婦人市政懇談会」で市長
は、西区・平野小学校のスク
ールバス、北区・山田小学校
の地域コミュニティバスを例
に出し、「大きな対応策とし
ては地域コミュニティ交通」
だと言っているが、市長はコ
ミュニティバスが持続可能な
公共の交通だと考えているの
か。
久元市長：話したことを全
部覚えているわけではない。
必要な場合には減便もおこな
ったうえで持続可能なものに
していかなければいけない

し、同時に住民の足を守るた
めの地域コミュニティ交通も
必要になってくるだろうと思
う。
味口議員：代替交通手段に
コミュニティバスは不適格
だ。都市局もコミュニティバ
スについて「持続的な組織の
運営に課題を抱えている」と
答えている。地域のコミュニ
ティバスに教育委員会や地域
がお金を出し続けられないか
ら市バスがあるのではない
か。
今西副市長：市バスの大き
な車両で運ぶことが難しくな
った場合に、少し小さなモー
ダルに移行することで持続可
能性を高める。
味口議員：大きさの問題で
ない。交通局がコミュニティ
バスを運営するのか。
城南副局長：ツータッチデ
ータを基本としたデータをベ
ースに需要と供給のバランス
をとり、市バス路線で鉄道に
も最寄りのバス停にも行けな
いという交通空白地をつくら

ないことを念頭に置いてい
る。
味口議員：データだけでは
なく声なき声に耳を傾けるべ
きだ。公営企業法では、住民
の福祉に重大な影響がある地
方公営企業の業務の執行に関
し、その福祉を確保するため
必要がある時、交通局長に対
して必要な支持をすることが
できるとある。つまり減便と
廃止をして困るのは障がい者
や高齢者などの交通弱者だ。
交通局に追認するのではな
く、住民の福祉に重大な影響
があると指示するのが市長の
役割ではないのか。
久元市長：追認しているの
ではない。問題意識を共有し
同じ方向性だという考え方
だ。
味口議員：路線廃止や減便
を進めれば、オールドタウン
化やスポンジ化は収まるどこ
ろかますます大変になる。市
長は交通局に追認する考えを
改めるべきだ。
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　日本共産党神戸市会議員団は３月６日、アメリカとイスラ
エルによるイラン攻撃の即時中止を求めて街頭宣伝をおこな
いました。

　1975年に神戸市会が全会一致で、核艦船の入港を禁止する
非核「神戸方式」を決議してから51周年の３月18日、アメリ
カのイラン攻撃など平和や自衛隊の派遣などが検討される
中、「平和の宝・非核「神戸方式」を守れ」と原水協など平
和団体のみなさんと一緒に訴えました。

　２月の市長会見の予算説明
では、名谷地域は「定住人口
の増加をめざす」と位置付け
ています。しかし、本会議の
代表質疑で、教育長は「名谷
の辺りがどうなるかというの
は、教育委員会としては、そ
こまで詳しくは分からない」
と答弁し、竜が台・菅の台小
学校２校を廃止するとしまし
た。味口議員は、「定住人口

の増加」どころか、人口減少
に歯止めがかからず、廃校に
までなっていることを指摘
し、「駅前リノベーション」
で駅前だけをきれいにするの
ではなく、オールドタウン化
で住みづらさ、困難をかかえ
ている人たちに寄り添い、解
決することこそ必要だと追及
しました。

小松副市長：竜が台小学校
・菅の台小学校は2001年と
2008年に小規模校となってい
る。リノベーションとオール
ドタウン対策の効果はすでに
現れ始めている。
味口議員：効果が現れてい
るならなぜ廃校になるのか。
福本教育長：廃校という悪
いイメージではなく、子ども
たちの教育の質を上げるため
のものだ。
味口議員：あんな遠いとこ
ろに子どもを通わせることは
教育の場として適切ではない。
駅前がきれいになったと言う
が、竜が台は名谷駅から離れ
ていない。市はこの間駅前再
開発に熱中してきたが、功を
奏していないのではないか。

小松副市長：竜が台や菅の
台地区で市営住宅の募集をや
めているから、それを除くと
人口は増加している。
味口議員：市営住宅をその
ままにしていればもっと良く
なったのではないか。公共施
設を減らしていることが廃校
の一因になっているのではな
いか。
小松副市長：募集をしても
手があがらない住宅で再編を
進めている。人口が流入する
のはもう少し時間がかかる。
一定の効果が確実に現れるも
のだ。
味口議員：一定の効果が現
れるなら廃校をやめて学校を
維持しておくべきではない
か。例えばパティオの大橋を
渡ってすぐの竜が台４号棟は

20戸中８戸が住んでいたのに
２年前に転出させている。不
便なところを整備したのでは
なく、民間に売れそうだから
整備しただけではないのか。
小松副市長：老朽化してい
るものを新たな住宅としてス
トックし、残ったところをリ
ニューアルして供給すること
は、バランスのとれたまちづ
くりに重要なことだ。
味口議員：副市長は「オー
ルドタウン対策は縮退させる
ことではない」と言ったが、
名谷南センターでは、名谷南
会館を縮小して商店街をなく
し、公共の役割をどんどん縮
退させた。その結果、駅前を
いくら綺麗にしても、学校を
維持できないところまで人口
が減ってきたという認識を持
ち、公共の役割をきちんと果
たすべきではないか。
久元市長：名谷駅前再開発
は効果が発揮されていると同
時に、子どもの減少は全国的
に進んでいるから、児童にふ
さわしい教育環境をつくると
いう観点から統合する。
味口議員：都市局がつくっ
た「都市のスポンジ化対策」
要綱に「近所のお店の閉店」
「路線バスのダイヤ縮小」と
ある。近隣の市営住宅をなく
し、さらにバス路線を減らせ
ば「負のスパイラル」は止ま
らない。今市が頑張らなけれ
ばならないのは、地域に住み
続けられる状態を維持するこ
とだ。

久元市長：相当古くエレベ
ーターもなかった市営住宅が
今は見違えるようになってい
る。余剰地にマンションを建
設し、新たな人口の定着をは
かることが「負のスパイラ
ル」を食い止める取り組み
だ。
味口議員：市場原理、マー
ケット任せでは竜が台・菅の
台は衰退する。市営住宅が老
朽化したならきれいにして低
廉な家賃で若い世帯が入居で
きるように確保するべき。
小松副市長：ずっとそのま
ま手をつけなければ持続可能
にならない。議員と我々の見
解の相違だ。
味口議員：何も手をつけな
いなど一言も言っていない。
昔は近所に八百屋や肉屋や酒
屋があった。その当たり前の
まちを維持しなければ「負の
スパイラル」から脱却できな
い。６年間駅前ばかりきれい
にして学校が廃校にまでなっ
ている事態なのに見解の相違
で済ませるのはいかがなもの
か。
小松副市長：民間活力の導
入は重要だ。公共と民間事業
者が連携しながらバランスの
良いまちづくり進めたい。
味口議員：困っている人に
手を差し伸べる、困ってる地
域に公共の役割を果たすこと
が憲法と地方自治法の本旨
だ。その姿勢に転換すべき
だ。
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